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益田市地域公共交通計画(案) 

地域公共交通を取り巻く状況と課題の整理 

 

 

(協議内容) 

・計画の概要 

・益田市の公共交通の現状と課題 

① 人口減少と高齢化 

② 公共交通の利便性と利用環境 

③ まちづくりとの連携 

④ 地域交通の担い手不足 

⑤ 公共交通利用者の減少と行政の財政負担 

⑥ 公共交通に関する市民意識の醸成 

 

 

(今後の協議予定) 

第３回益田市地域公共交通活性化協議会以降 

・基本理念・基本目標 

・計画の達成状況の評価指標 

議題 ２ 
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１．背景と目的 

本市の公共交通は主に民間路線バス、鉄道や生活バス、過疎バス、乗合タクシ

ー等で構成されています。市内を運行する公共交通体系や人口分布、施設分布な

ど社会環境や交通を取り巻く環境が変化し、移動手段の確保は喫緊の課題となっ

ています。本計画は、平成 28 年に策定した「益田市地域公共交通基本計画」の次

期計画として、地域の多様な輸送資源を視野に入れ持続可能な交通体系の構築を

図ることを目指し、政策の方針や実現に向けた方策を図ることを目的とします。  

２．計画期間 
計画の対象期間は、令和 4 年度から令和 8 年度までの 5 年間とします。 

３．計画区域 
益田市全域を対象とします。 

４．計画の位置付け 
本計画は「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」に規定する法定計画

として、「第 6 次益田市総合振興計画」を上位計画とし、「益田市都市計画マスタ

ープラン」「益田市地域福祉計画」等の計画や現在策定が進められている「益田市

立地適正化計画」との整合を図りながら策定します。  

○第 6 次益田市総合振興計画 

計画期間 令和 3 年度～令和 12 年度 

将来像 ひとが育つ 輝くまち 益田 

公共交通に 

関する施策 

基本目標Ⅵ 人と人がつながり、支え合うまち  

基本施策２ 持続可能な公共交通体系の整備  

[取組方針] 

既存の公共交通機関を中心とした持続可能な地域間の交通ネットワーク

の構築を目指しながら、地域の実情に合わせた交通手段の見直しを行い、

市民、利用者、事業者、行政が一体となって移動手段の確保に努めます。

また、地域活性化につながる航路路線の利用拡大を図り、路線の維持・拡

大に努めます。 

[施策] 

①交通事業者や関係機関と連携した公共交通の利用促進  

②持続可能な公共交通体系の維持と確保を目指した地域との協働・連携  

③萩・石見空港路線の維持・拡大と利用促進 

計画の概要 
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人口減少と高齢化 

現  状 

 

本市では、年々人口が減少しており、今後も平成 27 年の 47,718 人から、令

和 7 年に 42,381 人まで減少する見込であり、生産年齢人、年少人口も減少が進

むと予想される。高齢化率も年々増加し、65 歳以上の高齢化率は、令和 2 年で

38.0％となり、平成 26 年から 6.2 ポイント増加している。  

 

 

○益田市の人口年齢 3 区分別人口の推移  

 

資料：益田市「第 6 次益田市総合振興計画」 

※平成 2 年から平成 27 年までの実績値は国勢調査による。令和 2 年から令和 12 年

までの推計値は、国立社会保障・人口問題研究所の推計による。 

 

○益田市の人口と高齢化率 

 

資料：益田市「益田市住民基本台帳 (令和 2 年 12 月末 )」 

 

11,181 
6,449 5,933 5,480 4,969 4,519 

36,283 

28,080 25,052 22,439 20,516 19,097 

10,242 

15,486 
16,733 

17,196 
16,896 

16,007 

57,706 

50,015 
47,718 

45,115 
42,381 

39,623 

0

30,000

60,000

平成2年 平成22年 平成27年 令和2年 令和7年 令和12年(人)

年少人口（0～14歳） 生産年齢人口（15～64歳） 老年人口（65歳以上）

49,281 45,635 

33.8%
38.0%

0.0%

25.0%

50.0%

0

25,000

50,000

平成26年 令和2年(人)

高齢化率

益田市の公共交通の現状と課題① 

←実績値  

 

推計値→  
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市民アンケート調査によると、自動車免許証の返納後に主に利用すると思わ

れる交通手段が、「路線バス」が 39.8％「タクシー」が 14.0％と回答してい

る。また、運転免許証を返納する方は増加傾向にある。  

 

○自動車免許証の返納後に主に利用すると思われる交通手段 

 

 

資料：益田市「市民アンケート (2021 年 2 月実施 )」 

 

○運転経歴証明書交付数 

※自主的に返納された方や運転免許証の有効期限が切れて 5 年以内の方の申請

により交付されます。 

 

 

資料：益田警察署 

 

課  題 

人口減少・高齢化社会への対応 

人口減少による公共交通利用者の減少と、高齢化が進み、自家用車での移動

が困難となった高齢者の外出環境が厳しくなることが懸念される。  

自家用車を自由に利用できない人が今後も安心して暮らしていけるために、

効果的・効率的な公共交通サービスの提供と福祉事業との連携が求められる。 
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公共交通の利便性と利用環境 

現  状 

 

路線バスは、益田駅を中心に放射状に形成されており、幹線道路ほどバスの

運行本数は充実している。一方で、路線バスの運行がない地域もあり、中山間

部ではタクシー事業者の営業所が存在していないところがある。 

中心市街地に多くの病院や学校が集まり、地区によっては医療機関や商業施

設等が存在せず、地域間で差が見られる状況がある。  

市内の高校に通う学生を対象としたアンケート調査では、通学手段として、

路線バスや鉄道は選ばれにくく、自家用車による送迎や自転車で通学する学生

が多い。 

 

○市内の高校に通う学生の移動手段(登校時：晴れた日) 

 

資料：益田市「高校生アンケート調査 (2021 年 7 月実施 )」 

 

市民アンケート調査によると、現在の公共交通のサービス内容に対する満足

度については、平均以下の項目が多い。 

 

○鉄道 
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益田市の公共交通の現状と課題② 
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○路線バス 

 
○乗用タクシー 

 
満足＝ 5 点、やや満足＝ 4 点、普通＝ 3 点、やや不満＝ 2 点、不満＝ 1 点

として、各回答を重みづけし、回答数で除した値であり、平均点が 3 点

を上回れば満足寄りに回答していることが判断できる指標です。  

資料：益田市「市民アンケート (2021 年 2 月実施 )」 

 

○キャッシュレス決済の導入 

市内のタクシー事業者の中には、既に、キャッシュレス決済を導入している

ところがある。また、バス事業者は、新型コロナウイルス感染症拡大などの社

会状況も踏まえ、安全安心なサービスの提供、乗降時の利便性、乗客の乗降調

査などを目的とした、IC カード導入を検討している。 

 

課  題 

社会状況や市民の特性に対応した移動手段の確保 

地域拠点・交通結節点へのアクセスの利便性を高め、交通サービスの地域格

差を改善していく必要があり、公共交通を利用しにくい地域への対応として、

鉄道や路線バス、乗合タクシー等のほかに、スクールバス、移送サービスとい

った様々な交通手段との相互間の連携を検討する必要がある。 

また、効率的・効果的な公共交通の見直しを行うには、乗り継ぎの利便性に

加え、利用者に対する、利便性や安全・安心なサービスの提供も求められる。 
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まちづくりとの連携 

現  状 

 

今から 400～800 年前の中世時代に輝きを放った益田市は、その歴史を語る多

くの文化財が良好な状態で残る全国でも希有な地域として、令和 2 年 6 月に日

本遺産に認定され、地域振興や観光振興の活性化が期待されている。  

また、令和 2 年 6 月に「益田市自転車活用推進計画」を策定し、自転車を活

用した地域振興への取り組みが進展をみせつつあり、まちづくりの計画である

「益田市立地適正化計画」は、現在策定を進めている。 

 

 

○主要観光地観光入込客延べ数の推移 

 

 
※他市の入込客数との比較 

市  松江市  出雲市  浜田市  益田市  

令和元年度  10,459,384 12,488,935 1,499,065 874,399 

資料：島根県、益田市 

○宿泊客延べ数の推移 

 

 

資料：益田市 
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益田市の公共交通の現状と課題③ 
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○外国人宿泊客延べ数の推移 

 

資料：益田市 

 

○まちづくりに関係する計画 

・益田市自転車活用推進計画：令和 2 年 6 月策定 

・益田市立地適正化計画(仮名)：令和 4 年度策定予定 

 

課  題 

まちづくりと連動した公共交通体系の対応 

まちづくりと公共交通体系は、連動し調和の保たれた展開が求めれられてお

り、「第 6 次益田市総合振興計画」や策定を進めている「立地適正化計画」等と

の整合性が求められる。 

まちづくりとの調和については、今後のまちづくりの動向に合わせて、市民

が医療・福祉施設や商業施設などへ快適にアクセスできる公共交通網を展開す

る必要がある。 

また、観光などによるまちづくりよって、交流・関係人口の拡大や地域振

興・観光振興の活性化を目指す中で、来訪者のアクセス拠点となる空港や駅か

ら観光施設などへの乗り継ぎの利便性、外国人観光客を誘致するうえで、それ

らに対応するための多言語化した案内表示など、取り組む必要がある。 
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○日本遺産ＭＡＰ 
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地域交通の担い手不足 

現  状 

 

中国地方の各県で運転士の高齢化や運転士不足の状況となっている。益田市

内の交通事業者へのヒヤリング調査においても、バス・タクシー事業者とも

に、雇用状況は大変厳しい状況にあると推察される。 

 

 

○運転士の平均年齢(2019 年度) 

・バス運転士 

 

 

・乗用自動車運転士 

 

資料：中国運輸局「中国地方における『自動車運送事業 (バス・タクシー )の

運転手不足対策』に関する調査について (2019 年 3 月 )」 
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〔交通事業者へのヒヤリング調査〕 

・「運転士不足は、長く続いている。」 

・「募集しても応募がない状況あり、雇用は不安定な状況が続いている。」 

・「運転士確保は、行政に協力してもらいながら、連携して実施したい。」 

益田市の公共交通の現状と課題④ 
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○運転士の有効求人倍率(2019 年 1 月) 

 バス運転士 乗用自動車運転士 

島根県 2.13 10.44 

鳥取県 1.86 5.58 

岡山県 4.29 5.21 

広島県 2.34 5.29 

山口県 2.53 4.82 

資料：中国運輸局「中国地方における『自動車運送事業 (バス・タクシー )の

運転手不足対策』に関する調査について (2019 年 3 月 )」 

 

また、新型コロナウイルス感染症の拡大による影響は、公共交通事業者にも

でており、感染症対策など運転士の業務負担は増えている。 

 

課  題 

運転士不足への対応 

バス・タクシー事業者ともに、運転士の高齢化に加え、運転士不足が進行し

ており、バス路線網や地域の移動手段に大きな影響があるため、本市における

公共交通のネットワークやサービス水準を確保するには、これを支える運転士

不足への対応が必要である。 

また、運転士不足への対応は、事業者単独ではなく、行政や地域が共に解決

すべき問題として取り組む必要がある。 
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公共交通利用者の減少と行政の財政負担 

現  状 

 

公共交通の利用者は減少傾向が続いており、本市の行政負担は増額傾向にあ

る。公共交通利用者の減少による交通事業者の経営環境の悪化等が続くと、持

続可能な交通体系の確保・維持に伴う財政負担が増加すると推察される。  

 

１．利用者数 

○路線バスの利用者数の推移 

 

 
資料：益田市 

 

 

○乗合タクシー・生活バス・過疎バスの利用者数の推移 

 

 

資料：益田市 
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益田市の公共交通の現状と課題⑤ 
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○益田駅の 1 日平均乗車人員の推移  

 

 

 

 

 

２．市の負担額 

 

○地方バス路線維持対策費補助金の推移 

 

 
資料：益田市 

 

 

○乗合タクシー運行事業費・生活バス事業費・過疎バス事業費の推移  

 

 

資料：益田市 
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○路線バス(真砂線)の廃止と代替交通実証事業 

 

令和２年９月３０日をもって路線バスの真砂線が廃止となった。 

本市は、交通空白地域となった真砂地区において、地区の実情等を考慮し、国道

１９１号線を通る都茂線（路線バス）との乗り継ぎを確保して、生活交通体系を維

持するために、予約型乗合タクシーの実証運行を令和２年１０月１日から期間限定

で実施してる。 

 

 

１．事業の概要 

項 目 内容 

運営主体 益田市 

運行主体 市内タクシー事業者 

運行方式 予約型乗合方式 

運行形態 区域運行 

利用方法 利用者は前日までに運行事業者へ直接予約をする。 

運行エリア 

・乗降場所 

自宅または自宅付近から共通乗降場所まで 

・真砂地区内：【運行エリア】の網掛区域  

・共通乗降場：久々茂中バス停（久々茂パーキング内） 

実証期間 令和２年１０月１日～令和４年３月３１日 

運 行 日 
月曜日・火曜日・水曜日・木曜日・金曜日  ※祝日運行 

（１２/３１～１/３を除く） 

運行便数 予約に応じて、１日最大３便（益田方面１便、真砂方面２便） 

運  賃 

１００～３００円/回  

※小学生は半額。小学生未満は無料。身体障害者手帳、療育手帳、

戦傷病者手帳、精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている方

は半額。 
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２．運行エリア 

真砂地区の４町内を７ブロックに分けて区域運行を行い、国道１９１号線を

通る都茂線（路線バス）の「久々茂中バス停」と接続します。 

・真砂地区内：長沢町、波田町、下波田町、馬谷町を7ブロックに分ける  

・豊川地区内：久々茂中バス停（久々茂パーキング内） 

 

 

◆曜日別利用者数（令和2年10月1日～令和3年3月31日） 

月曜日から金曜日までの運行としているが、最も利用が多かったのは、金曜

日の４８人で、最も利用が少なかったのは、火曜日の２５人となった。  

 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 合計 

利用者数 34人 25人 33人 41人 48人 181人 

資料：益田市 

 

課  題 

利用者減少と効率的な運行への対応 

財政負担は、持続可能な交通体系を維持していくための必要な経費であり、

市民ニーズの変化に対応できる交通サービスを提供して利用者を確保するとと

もに、効率的な運行体系を構築する必要がある。 
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公共交通に関する市民意識の醸成 

現  状 

 

市民アンケート調査によると、公共交通を利用していない人の割合は、鉄道

が 76.2％、路線バスが 77.3％、乗用タクシーが 67.7％となっている。  

また、「これから公共交通を維持するために何が重要と考えますか？」の問い

対しては、「地域が主体となり、新たな公共交通を運行する」「市民が公共交通

を積極的に利用する」という回答が上位にきており、将来的には公共交通が必

要だと感じていても、現在は公共交通を利用していない人が多い。  

 

○公共交通の利用状況 

 

 

資料：益田市「市民アンケート (2021 年 2 月実施 )」 

 

1. 利用していない

77.3%

2. 年に数日程度

15.2%

4. その他

2.3%

3. 月に数日程度

5.2%

路線バス(有効回答=572)

1. 利用していない

76.2%

2. 年に数日程度

19.9%

3. その他

2.1%

4. 月に数日程度

1.8%

鉄道(有効回答=563)

1. 利用していない

67.7%

2. 年に数日程度

24.6%

4. その他

0.9%

3. 月に数日程度

6.9%

乗用タクシー(有効回答=569)

益田市の公共交通の現状と課題⑥ 
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○これから公共交通を維持するために何が重要と考えますか？  

 

資料：益田市「市民アンケート (2021 年 2 月実施 )」 

 

 

○「バスの乗り方教室」の開催  

平成 29 年度から令和元年度にかけて、地区や小学校にて開催した。  

 

 

課  題 

地域を含め、多様な主体との協働・連携した対応 

地域公共交通は、交通事業者と行政のみで維持していくことは難しく、地域

との協働による持続可能な仕組みづくりが求められる。 

公共交通を積極的に利用してもらうためには、市民に地域公共交通に関する

現状や課題などの情報を知ってもらい、「地域の公共交通を守り・育てる」とい

う意識醸成を図り、実際に行動してもらうことが必要である。 

また、安全安心で持続可能な仕組みづくりを構築するには、住民だけではな

く、交通事業者と連携した取り組みが望ましい。  

 

 

9

45

84

129

224

290

6. 運賃を値下げして、収入を増やす

5. 運行日数や運行本数を減らすなどして、経費を抑える

4. 積極的に公的資金(税金)を投入して維持していく

3. わからない

2. 市民が公共交通を積極的に利用する

1. 地域が主体となり、新たな公共交通を運行する

0 250 500 有効回答数＝781


